















ともに、科学（Science）、シティズンシップ教育（Civics and Citizenship Education）、















































された「アデレード宣言：21 世紀における学校教育に関する国家目標」（The Adelaide 
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るための枠組みを提供するものであること」が第一に確認された7。そして、その提言に
基づき、すべての生徒が学習すべき主要学習領域（Key Learning Areas: KLA）が制定さ








































































































































































　 ま た、1992 年 に は、『 我 々 の ル ー ル ブ ッ ク 』（NGAMPLA YAWADHAN ZIAWALI: 







けるトレス海峡島嶼言語の位置づけに関する勧告』（Recommendations from TSIREC 
on the Place of Torres Strait Languages in Education in the Torres Strait and Northern 
Peninsula Area） が 発 表 さ れ た27。 こ こ で は、 伝 統 的 な 言 語、 英 語、 ク レ オ ー ル
（YUMPLATOK）の三言語の学校教育における位置づけについての勧告が為されている。



































































































































































































スティバルが初めて開催された 1998 年には、クイーンズランド州北部の 17 校 350 名の






















































































































Literacies in School Education in Australia: Disjunctions between Policy and Research, 
Language and Education, Vol.15, No.2&3, 2001. Penny McKay, Standards-based reform through 
the literacy benchmarks: Comparison between Australian and the United States, Prospect Vo.14, 
1999 など。）
 3 例えば、英語を母語としない人々、耳に障害のある人等に対して、連邦政府から各州政
府 に 財 政 的 な 支 援 が 提 供 さ れ て い る。（http://www.dest.gov.au/sectors/school_education/
programmes_funding/programme_categories/key_priorities/literacy_numeracy_initiatives/
default.htm，2008 年 1 月 20 日アクセス済）また、３年生の読みのベンチマークを達成でき
なかった生徒には、保護者の申請により、学校教育時間外で個人指導を受けるバウチャーを
提供するとの取り組みもあった。
 4 連邦・各州教育大臣等により構成される連邦雇用教育訓練青少年問題審議会（Ministerial 
Council on Education, Employment, Training and Youth Affairs: MCEETYA）により、英語、




3.html，2008 年 1 月 20 日アクセス済）
 5 例えば、言語学者が調査地に入ることにより、言語復興等が起こり、学校等を通して再度そ
の言語の教育・学習が推進されるというのは、よく聞くところである。




 7 MCEETYA, Australia’s Common and Agreed Goals for Schooling in the Twenty First Century, 
A Review of the 1989 Common and Agreed Goals for Schooling in Australia (the ‘Hobart 
Declaration’), A Discussion Paper, 1998.
 8 しかし、元来、州・学校の権限・自律性の強いオーストラリアにおいて、その実施を徹底す
るのは難しく、次第に各州の取り組みには大幅な相違が見られるようになった。（Curriculum 
Corporation, Curriculum Provision in the Australian States and Territories: Research Report 





集 Sauvage』第３号、2007 年、p.60-71 を参照のこと。




 12 これらは、芸術（the arts）、英語（English）、健康と身体の教育（health and physical edu-
cation）、英語以外の言語（languages other than English）、数学（mathematics）、科学（science）、
社会と環境の学習（studies of society and environment）、科学技術（technology）の八つである。
（Ibid.）
 13 The State of Queensland (Department of Education), Years 1-10 Curriculum Framework for 
Education Queensland Schools Policy and Guidelines: A Framework for the Future, 2001, p.5.
 14 http://education.qld.gov.au/schools/about/curriculum.html
 15 Ibid.













 20 松本博之「トレス海峡諸島民」『世界の先住民族−ファースト・ピープルズの現在− 09 オセ
アニア』（綾部恒雄監修）明石書店，2005 年．
 21 W .S .Arthur & J. David-Petero, Education, training and careers: Young Torres Strait Islanders, 
1999, 2000. これらのデータは、中等教育に就学している生徒からのデータである。そのため、
中等教育就学以前に、「ドロップアウト」している生徒の割合は含まれていない。






 24 Torres Strait Islander Regional Education Consultative Committee, Education Policy for Torres 
Strait: NGAMPULA YAWADHAN ZIAWALI, 1992, p.1.
 25 1980 年代後半から 90 年代にかけて、トレス海峡島嶼民を代表して、教育ニーズを国家レベ
ルの政策に反映させてきた人物へのインタビューで、何度も聞いた話に基づいている。
 26 Torres Strait Islander Regional Education Consultative Committee, NGAMPLA YAWADHAN 
ZIAWALI: Education Policy for Torres Strait, 1992.
 27 Torres Strait Islander Regional Education Committee, Recommendations from TSIREC on the 
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 34 工芸品を作成するワークショップでは、アイランダーの伝統的な工芸品のみならず、ブーメ
ランという本土のアボリジナルの典型的な工芸品を作成している点が非常に興味深い。
 35 トレス海峡島嶼民の伝統文化は、「アイランカスタム」とも呼ばれている。
